
平成 29 年度第 4 回 

総合教育会議資料 

学校教育課 

平成２９年１２月議会 安道佳子議員 一般質問から 

 

【質問要旨】 

教職員の多忙化・長時間勤務を改善し子どもたちの笑顔輝く学校づくりを 

（１）教職員の勤務実態と入間市の現状 

（２）多忙化・長時間勤務の要因と対応 

（３）小学校の英語科導入への対応 

（４）小中一貫教育の検証と見直し 

（５）３５人学級の実現に向けて 

 

【答弁】 

（１）教職員の勤務実態と入間市の現状 

平成２９年１０月の超過勤務時間 

・４０時間～８０時間は６０．１％ 

・８０時間超えは全体の１８．８％（80 時間超え→いわゆる過労死ラインと言われている） 

※その内１００時間超えは３．４％だった。 

（２）多忙化・長時間勤務の要因と対応 

・授業時数が増加したため授業準備や研修の時間が増え、放課後の時間が減少した。 

・授業以外の対応も増えている。 

・教育委員会では４つのことを行っている。 

①人員の配置・派遣によるサポート体制の充実 

②研修会の削減 

③調査物・報告書関係の削減 

④授業日数増 

（３）小学校の英語科導入への対応 

・平成３２年度より小学校３～６年で週あたり１単位時間増加、対応を検討していく。 

・平成３０、３１年度については移行期間であり、週あたりの指導時間を増やさずに対応。 

・ＡＥＴは現在市内に１２名配置されている。 

・外国語活動の小学校第３、４学年への拡大に対応してＡＥＴの増員を考えている。 

・小学校教員を対象とした研修の充実も計画している。※30 年度は 13名で予算計上。 

（４）小中一貫教育の検証と見直し 

・３年間で全中学校区で研究発表会を実施した。 

・各学校とも学校区の特色を生かした研究を進めた。研究の成果と今後については総括を

進めている。 

・８月に実施した調査では８２％の教職員が学力向上に効果があると答え、９４％の教職

員が生徒指導に効果があると答えている。また、８４％の教職員がお互いの授業に参考

になったことがあると答え、実際に授業改善に生かしていると答えている。 

・中学校第１学年の６月に行っている調査では、全中学校区で小中一貫教育を始めた平成

２６年度には７１％の生徒が入学前に不安があったと答えていたが、平成２９年６月に

は６１％にまで減少した。 



・小学校教員が中学校へ乗り入れできるよう小中一貫サポーターを配置している。 

・今年度までの取組で各中学校区ごとに特色のある小中一貫教育を創り上げることができ

た。今後はこれまで創り上げてきた小中一貫教育を定着させていく時期に入る。 

（５）３５人学級の実現に向けて 

・学級の定員については「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する

法律」によって定められている。 

・１学級あたりの定員は４０名。平成２４年度より小学校第１学年のみ３５名とされた。 

・埼玉県では小学校第２学年を定員３５名、中学校第１学年を定員３８名にできるとして

いる。 

・これらの変更により、入学期の、まだ学校に十分になれていない子どもたちを今までよ

りもこまめに見ることができるようになった。 

・教職員の定数も同法により定められおり、入間市のみ県費負担教職員を増やすことは難

しい。全国連合小学校長会等からも要望しているところではある。 

 

 

【想定できる対応策】 

《学校》 

 ・学校経営における会議や行事等の見直し 

 

《地域、家庭》 

 ・登下校の見守りや、健全育成活動への理解 

 

《入間市教育委員会》 

・人員の配置・派遣によるサポート体制の充実 

 ・留守番電話の設置や、メールによる連絡対応の体制整備 

 ・さらなる授業日数の増 

 

 

 

 



平成２８年９月

　２０時間未満
　２０時間以上
　４０時間未満

　４０時間以上
　６０時間未満

　６０時間以上
　８０時間未満

　８０時間以上
１００時間未満

１００時間以上

人
数 598 26 95 194 192 91

　 割合 4.3% 15.9% 32.5% 32.1% 15.2%

平成２８年１０月

　２０時間未満
　２０時間以上
　４０時間未満

　４０時間以上
　６０時間未満

　６０時間以上
　８０時間未満

　８０時間以上 １００時間以上

人
数 656 39 101 192 199 125

　 割合 5.9% 15.4% 29.3% 30.3% 19.1%

平成２９年９月

　２０時間未満
　２０時間以上
　４０時間未満

　４０時間以上
　６０時間未満

　６０時間以上
　８０時間未満

　８０時間以上
１００時間未満

１００時間以上

人
数 656 39 112 204 193 95 13

割合 5.9% 17.1% 31.1% 29.4% 14.5% 2.0%

平成２９年１０月

　２０時間未満
　２０時間以上
　４０時間未満

　４０時間以上
　６０時間未満

　６０時間以上
　８０時間未満

　８０時間以上
１００時間未満

１００時間以上

人
数 654 38 100 193 200 101 22

割合 5.8% 15.3% 29.5% 30.6% 15.4% 3.4%

18.8%

教職員の超過勤務調査結果について　（小・中学校合算版）

対象
教職員
数（人）

教職員一人一人の平均超過時間数別の人数（人）

対象
教職員
数（人）

教職員一人一人の平均超過時間数別の人数（人）

対象
教職員
数（人）

教職員一人一人の平均超過時間数別の人数（人）

108
16.5%

対象
教職員
数（人）

教職員一人一人の平均超過時間数別の人数（人）

123



平成２９年度１２月

1 超過在校状況
（１）人数

　２０時間未満
　２０時間以上
　４０時間未満

　４０時間以上
　６０時間未満

　６０時間以上
　８０時間未満

　８０時間以上
１００時間未満

１００時間以上

小学校（全） 32 96 135 102 29 2

中学校（全） 20 59 91 64 16 2

小中計 52 155 226 166 45 4

（２）割合
　２０時間未満

　２０時間以上
　４０時間未満

　４０時間以上
　６０時間未満

　６０時間以上
　８０時間未満

　８０時間以上
１００時間未満

１００時間以上

小学校（全） 8% 24% 34% 26% 7% 1%

中学校（全） 8% 23% 36% 25% 6% 1%

小中計 8% 24% 35% 26% 7% 1%

２　平均超過在校時間
平成29年12月 平成29年11月 平成29年10月 平成29年9月

小学校 2:38 2:41 2:46 2:50

中学校 2:39 2:52 2:58 3:02

小中計 2:38 2:45 2:51 2:54

在校時間調査　集計（割合）
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